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要   旨：    

１． 加齢が先進国で大きな関心を示しているのは、多数の人々が関与し、アテロー

ム性動脈硬化、パーキンソン病、アルツハイマー病、血管性認知症、認知低下、

糖尿病および癌などの病変がそれと関連するためである。 

２． 地中海食事（それはﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油が豊富である）は心臓血管系疾患のリス

クを低下させると、疫学研究が示唆している。 

３． ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油が豊富な地中海食事は、心臓血管系疾患の主な危険因子、リ

ポタンパク組成、血圧、グルコース代謝、および抗血栓性特性などを改善する。

内皮機能、炎症および酸化ストレスも良い方向に調節される。これらの影響の

一部はﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の微量成分が原因である。そのため地中海食事の定義

には、ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油を含めるべきである。 

４． ヒトで実施された各種の観察研究が、１価不飽和脂肪の摂取は加齢関連の認知

低下およびアルツハイマー病に対して予防する可能性があると示してきた。 

５． ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油由来の微量栄養素は、ヒトで生物学的に利用可能で、抗酸化

特性および内皮機能を改善する能力を有する。さらにそれは止血も変化できて、

抗血栓特性を示す。 

６． 住民が典型的な地中海食事を実施しているスペイン、ギリシャおよびイタリア

などの諸国では、ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油が主な油脂源であり、癌の発症率は北欧諸

国よりも低い。 

７． ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の予防作用は若いうちに最も重要となり得るので、ﾊﾞｰｼﾞﾝオ

リーブ油摂取の栄養的な効能を思春期前に開始して、一生維持すべきであると

示唆される。 

８． ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油に基づく地中海食事は健康的な加齢と適合して寿命を延ばす

と、最新の研究が一致して裏付けている。しかし、近年の大幅な進歩にもかか

わらず、ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の有効性に対するその各種成分の特定メカニズムお

よび寄与する役割に関する最終的な証明にはさらに研究を要する。 

 


